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上
田
市
廃
棄
物
処
理
審
議
会
が
、
今
年

9
月
時
日

「ご
み

の
指
定
袋
導
入
・
有
料
化
」

に
つ
い
て
市
長
に
答
申
し
ま
し

た
。
現
在
、
ほ
ぼ
全
市
で
行
っ
て
い
る
古
紙
な
ど
の
資
源
回

収
に
続
き
、
更
な
る
段
階
へ
の

ス
テ
ッ
プ
の
た
め
、

こ
の
答

申
に
基
づ
い
た
必
要
な
条
例
の
改
正
案
が
ロ
月
定
例
市
議

会

(η
月

5
日

j
同
幻
自
)
に
提
案
さ
れ
、
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
市
長
提
案
説
明
を
中
心
に
、
指
定
袋
導
入
・
有
料
化

に
つ
い
て
、
経
緯
や
理
由
を
ふ
ま
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

ごみ減量・再資源化への不可欠なステッブ

我
が
留
の
懸
案
で
あ
る
「
ご
み
問

題
」
。
環
続
問
題
へ
の
認
識
の
高
ま

り
を
背
設
に
、
平
成
3
年

「成
棄
物

の
処
理
及
び
的
制
に
関
す
る
法
作
」

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
国
民

・
事
業

者

・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明

確
に
し
、
ご
み
排
出
の
抑
制
・
再
利

用

・
処
理
の
適
正
化
な
ど
へ
の
取
り

組
み
が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

k
m山
で
も
、
明
え
続
け
る
ご
み

へ
の
対
処
を
、
軍
要
な
課
題
と
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
ご
み
に
対
す
る
関

心
を
喚
起
す
る
た
め
の

「
ご
み
モ
ニ

タ
ー
会
議
」
を
設
置
し
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
ヒ
問
市
廃

山
染
物
処
理
審
議
会
に
減
日
・
円
資
淑

化
に
つ
い
て
の
満
開
を
経
て
、
平
成

5
年
ロ
月
に
よ
・

『上
田
市
ご
み
減
量
・

再
資
源
化
推
進
計
画
』

(以
下

『推

進
計
画
』
)

H
下
段
に
解
説
"
が
答

巾
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
答
叩
を
も
と

に
、
減
量

・
再
資
源
化
に
取
り
組
み
、

平
成
6
年

6
月
に
は

「上
田
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」

を
全
て
改
正
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

平
成
3
年
度
か
ら
ご
み
排
出
を
抑
制

し
、
再
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
資

源
ご
み
の
回
収
に
臼
治
会
の
協
-Hを

得
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
当
初

3
自
治
会
か
ら
、
.
平
成
6
年
度
に
は

1
3
9
自
治
会
、
回
収
批
約
2
5
0

0
ト
ン
、
平
成
7
年
度
は
l
自
治
会

を
除
く
全
て
の
自
治
会
で
実
施
さ
れ
、

資
源
化
実
績
は
年
度
末
見
込
み
で

3

4
0
0
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
肉
的
な
凶
心
の
尚
ま

り
に
よ
る
資
源
ご
み
の
悶
収
ほ
の
明

加
と
、
不
況
に
よ
る
再
生
資
源
の
市

-
市
の
ご
み
滅
置
へ
の
取
り
組
み

・・・・
&
v
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平
成
2
年
7
月
/
宮
川
内
コ
」
み
減
量

・

再
資
源
化
研
究
委
員
会
」
発
足

3
年
2
月
/
「市
民
ご
み
モ
ニ
タ
ー

会
議
」
(
加
入
)
設
置

7
月
/
資
源
回
収
開
始

4
年

4
月
/
生
ご
み
た
い
肥
化
容
器

購
入
補
助
開
始

5
年
8
月
/
よ
回
市
廃
棄
物
処
理
審

輪
会
ヘ
諮
問
「
よ
田
市
ご
み
減

量
・
再
資
源
化
推
進
計
画
(
案
)
」

の
策
定
、
「
よ
田
市
臨
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
婦
に
関
す
る
条
例
」

改
正
案

刊
は
月
/上
関
市
廃
棄
物
処
理
審
議

会
答
申

6
年

1
月
/
「
上
国
市
ご
み
減
量

・

再
資
源
化
推
進
計
画
」
策
定

6
月
/
「
よ
田
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
全

て
改
正

叩
月
/
よ
田
市
廃
棄
物
処
理
審
議

会
へ
諮
問

「有
料
指
定
袋
の
導

入
に
つ
い
て
」

(
9
回
審
議
)

刊
月
/
各
自
治
連
有
料
指
定
袋
諮

問
内
容
説
明
会
(
計
初
回
)

7
年
5
月
/
市
の
組
織
改
正
で
、
ご

み
対
策
専
門
却
剛
容

「環
焼
皆
無
務

課
」
設
置

9
月
/
よ
田
市
廃
棄
物
処
理
審
議
会

答
申

※
「
上
田
市
ご
み
減
量
・
再
資
源

化
推
進
計
画
」

一仁
川
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

消
耐
に
関
す
る
条
例
」
の
改
正
と

併
せ
、
法
に
基
づ
く
ご
み
処
理
悲
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要
の
伸
び
悩
み
、
円
尚
に
よ
る
輸
入

原
料
の
価
格
低
下
な
ど
が
、
回
収
資

甑
の
価
格
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
資

源
回
収
の
盛
り
上
が
り
に
水
を
差
す

こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
に
き
て
同
収
資
源
の
符
.
干

価
格
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
白
主
的

に
減
立
化
に
努
め
て
い
る
家
庭
が
、

多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
減
拡
・
同
資
源
化
の

第

一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
日
ご
ろ
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
減
旦
に
対
し
て

た
い
へ
ん
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
処
理
す
る
ご
み
の
量
は
、
平

成

6
年
度
で

4
万
1
1
1
0
ト
ン
、

前
年
度
対
比

3
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
増

と
い
う
状
似
で
す
。

こ
の
う
ち
、
収

集
ご
み
が
万
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
ま

す
。
ま
た
噌
加
率
が
特
に
い
け
川
い
の
が
、

い
や
業
系
の
ご
み
で
す
。
.
平
成
元
年
度

か
ら
の
人
口
の
伸
び
中
学
2
パ
ー
セ
ン

ト
に
対
し
、
ご
み
処
理
量
の
伸
び
は

日
パ
ー
セ
ン
ト
。

こ
の
ま
ま
推
移
す

る
と
、

「
推
進
計
画
」

に
掲
げ
る
、

平
成
比
年
次
の
ご
み
排
出
品
を
平
成

4
年
度
と
同
程
度
に
抑
え
る
と
い
う

日
棋
の
述
成
は
、
川
州
難
な
状
況
と
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
す
。

ごみの「指定袋導入・有料化Jは、 資源ごみの回収に続く

か
醤
む
扇
糊緬週
⑥
会
鋼
管

ω魯
智
周

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
も
、
昭
和
白

年
に
稼
動
し
て
以
来
叩
年
を
経
過
し
、

増
大
す
る
ご
み
処
理
に
追
わ
れ
て
、

そ
の
処
理
能
力
の
維
持
と
収
集

・
運

搬

・
処
分
に
叩
億
円
を
超
え
る
到
用

と
労
力
を
費
や
し
て
い
る
の
が
税
状

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
て
、
下
室
賀
地
区
に
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
設
置
を
、
平
成

8
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
を
目
指
し

て
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
処
分
場
の

迎
用
の
た
め
に
は
、
焼
却
灰
の
悶
型

化
施
設
の
建
設
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

矧
の
熔
融
化
処
理
や
、

U
M
出
水
の
処

理
な
ど
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
設
置
す
る
に
つ
い

て
は
、
関
係
地
域
の
理
解
を
得
る
こ

と
に
加
え
て
、
た
い
へ
ん
な
困
難
さ

を
伴
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
.
史
に
、
平
成

9
年
に
は
「
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
と
な

り
、
基
準
に
適
合
し
た
分
別
が
市
町

村
に
課
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
適
正
処
理
や
分
別
の
た

め
の
費
用
が
、
今
後
ま
す
ま
す
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
も
、
ご
み

の
減
量
化
は
市
政
に
と
っ
て
も
、
市

民
生
活
や
一
事
業
活
動
に
お
い
て
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

-ca..;.ー副E 冒 園..... 司且 』

クリーンセンターも10億円を越える経費を費やす

本
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
、
平

成
M
年
度
を
目
標
年
次
と
し
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
2
年
度
か
ら
ご

み
減
量

・
再
資
源
化
対
策
事
業
を

ス
タ
ー
ト
。
古
紙
な
ど
、
資
源
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
を
生
か
し

て
い
こ
う
と
す
る
資
源
回
収
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
計
両
は
、

引
き
続
き
こ
の
事
業
を
進
め
な
が

ら
、
さ
ら
に
先
展
さ
せ
、
市
民

・

事
業
者

・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
分
担
し
、
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化

・
再
利
用
に
市
民
総
ぐ

る
み
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
す
。

「ご
み
減
量
・
再
資
源
化
推
進

計
画
」
に
盛
ら
れ
て
い
る
施
策
は
、

次
の
叩
項
円
で
す
。

を

「ご
み
対
策
課
(
仮
称
ご

の

設
置
H
.平
成
7
年
5
月
、
専
門
部

署
と
し
て

『環
境
業
務
課
』
を
設

置
@
自
治
会
衛
生
組
織
の
見
直

し
と
「
廃
棄
物
対
策
推
進
員
」
の

設
置
③
有
料
指
定
袋
の
導
入

(
家
庭
ご
み
)
④
事
業
系
ご
み

対
策
(
手
数
料
の
徴
収
、
事
業
系

の
資
源
回
収
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な

ど

)

⑤

瓶

・
缶
な
ど
の
資
源
同

収
の
導
入
⑥
燃
や
せ
な
い
粗
大

ご
み
(
廃
家
氾
製
品
、
古
タ
イ
ヤ

な
ど
)
対
策
⑦
散
在
性
ご
み

・

不
法
投
棄
ご
み
対
策
⑧
「
エ
コ

ス
ト
ア
」
制
度
の
導
入
(
過
剰
包

装
の
自
商
、
再
生
品
の
積
極
的
な

販
売
な
ど
)
⑨
市
民
へ
の
再
生

紙
製
品
使
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
⑪
環
境
教
育
の
推
進
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市
で
は
平
成

6
年
刊
月
、
上
田
市

廃
棄
物
処
理
審
議
会
に
減
量
・
再
資

源
化
へ
の
更
な
る
動
機
づ
け
と
し
て

※
「
指
定
袋
導
入
・
有
料
化
」
川
下

段
に
解
説

H
を
諮
問
し
、

9
固
に
わ

た
る
審
議
ゃ
、
多
く
の
市
民
か
ら
意

見
を
寄
せ
ら
れ
た
中
で
、
今
年
9
月

四
日
、
答
申
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

「
推
進
計
画
」
の
目
標
に
少
し
で

も
近
づ
い
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
・

事
業
者

・
行
政
の

3
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
的
役
割
を
分
担
し
つ
つ
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
ご
み
の
減
量
、
再
資

源
化
・
再
利
用
に
取
り
組
み
、
「
推

進
計
画
」
に
盛
ら
れ
て
い
る
施
策

(叩
項
目
)
を
順
次
実
現
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
と
し
て

は
、
今
回
の
答
申
で
の
「
指
定
袋
導

入

・
有
料
化
」
は
、

第
一
に
、
ご
み

を
排
出
す
る
こ
と
を
抑
え
る
た
め
の

動
機
づ
け
と
し
て
極
め
て
有
効
で
あ

る
こ
と
、
第
二
に
、
ご
み
処
理
費
用

の
負
担
を
公
平
か
つ
適
正
に
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
三
に
、

家
庭
系
の
ご
み
に
比
べ
て
増
加
率
が

高
い
事
業
系
の
ご
み
に
対
し
て
も
、

適
正
か
つ
効
率
的
に
対
処
で
き
る
こ

と、

な
ど
の
理
由
か
ら
、
あ
く
ま
で

「
推
進
計
画
」
の
中
の
新
聞

・
雑
誌

な
ど
の
資
源
回
収
に
続
い
て
、
更
な

る
段
階
に
飛
躍
す
る
た
め
の
不
可
欠

の
ス
テ
ッ
プ
と
位
置
付
け
て
、
答
申

に
沿
っ
た
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
有
料
化
に
続
い
て
、
資
源
回

収
の
活
性
化
や
、
適
正
な
自
己
処
理

の
促
進
・
誘
導
の
た
め
の
施
策
の
実

現
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
減
量
・
再

資
源
化
、
粗
大
ご
み
の
収
集
支
援
体

制
な
ど
に
も
、
順
次
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
有
料
化

に
よ
る
財
源
は
、
減
量

・
再
資
源
化

と
処
理
コ
ス
ト
の
軽
減
の
た
め
の
財

源
と
し
て
、
有
効
に
予
算
措
置
を
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
袋
の
配

布
に
つ
い
て
は
、
環
境
美
化
活
動
や

自
治
会
活
動
へ
の
配
感
と
、
低
所
得

者
層
な
ど
社
会
的
弱
者
へ
の
配
慮
を

し
て
い
き
ま
す
。

今
後
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高

ま
り
と
、
そ
れ
に
続
く
再
利
用
の
促

進
へ
と
、
環
境
教
育
の
展
開
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
日
常

生
活
の
中
で
で
き
る
だ
け
ご
み
を
減

ら
す
」
「
資
源
に
な
る
も
の
と
分
別

す
る
」
「
ご
み
の
集
積
所
を
利
用
す

る
人
が
み
ん
な
で
管
理
し
て
い
く
」

「
家
の
前
の
道
路
や
公
園
を
き
れ
い

に
し
て
い
く
」
:・
な
ど
。
ご
み
処
理

費
用
の
一
部
を
、
そ
れ
ぞ
れ
出
す
量

に
応
じ
て
公
平
に
負
担
し
て
い
く
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
税
金
の
使
い
方

や
消
費
の
あ
り
方
、
ま
た
は
事
業
者

の
責
務
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
に
考
え
、
行
動
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
有
料
化
の
問
題
の
中

で
、
一
部
に
は

「
減
量
へ
の
取
り
組

)) '-: -. ~ 

"" 

ごみ減量・再資源化への動機づけに

み
が
優
先
。
税
金
の
上
乗
せ
で
は
な

い
か
」
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
有
料
化
は
、
ご
み
減
量

・
再

資
糠
化
の
動
機
づ
け
に
な
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に

「
推
進
計
画
」

を
総
合
的
か
つ
着
実
に
進
め
て
い
く

・
も
の
で
す
。

従
量
制
に
よ
る
手
数
料
負
担
を
皆

さ
ん
に
お
願
い
す
る
の
は
、
減
量
に

取
り
組
ん
で
い
る
人
と
の
公
平
性
を

確
保
し
、
再
資
源
化
・
再
利
用
に
よ

る
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
意
識
の
高

ま
り
に
よ
る
、

美
し
く
素
晴
ら
し
い

上
田
市
を
つ
く
り
あ
げ
る
第
一
歩
で

あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
な
の
で
す
。

市
と
し
て
も
、
減
量
を
可
能
に
し

て
い
く
こ
と
が
最
大
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
可
能
な
限

り
の
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
が
環
境
教
育
に
と
っ
て

も
重
要
な
活
動
と
位
置
付
け
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

「
美
し
い
ま
ち
上
田
」

を
継
承
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※

叫指
定
袋
導
入
・
有
料
化
』

平
成
7
年
9
月
目
白
、

上
田
市

廃
棄
物
処
理
審
議
会
は

「燃
や
せ

る
ご
み
の
有
料
指
定
袋
導
入
の
具

体
的
な
方
法
」
に
つ
い
て
、
市
長

に
答
申
し
ま
し
た
。
概
要
に
つ
い

て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
家
庭
系
ご
み

袋
は
半
透
明
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
。
初
リ
ッ
ト
ル
1
袋
印
円
、
加

リ
ッ
ト
ル

1
袋
お
円
の
2
種
類
。

記
名
制
と
し
、
原
則
と
し
て
小
売

庖
販
売
。

マ
事
業
系
ご
み

袋
は
半
透
明
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
。
加
リ
ッ
ト
ル
の
み
の

1
種
類

で
、
-
袋
お
円
。
た
だ
し
、
集
積

所
へ
の
排
出
は
1
回
に
2
袋
ま
で
。

ま
た
袋
は
、
家
庭
系
ご
み
袋
と
明

瞭
に
判
別
で
き
る
よ
う
に
し
、
記

名
制
。
小
売
庖
販
売
。

マ
実
施
期
間

平
成
8
年
7
月
1
日
と
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

マ
有
料
化
の
理
由
と
し
て

平
成
6
年
1
月
策
定
の

「上
回

市
ご
み
減
量
・
再
資
源
化
推
進
計

画
」
(
以
下

「推
進
計
画
」)
の
実

現
に
は
、
今
後
多
く
の
財
源
が
必

要
と
さ
れ
、
そ
の
財
源
の
一
部
に
、

従
量
制
に
よ
る
受
益
者
負
担
を
取

り
入
れ
た
手
数
料
収
入
を
充
当
し

て
い
く
こ
と
が
、
公
平
を
期
す
上

で
有
効
で
あ
る
こ
と
。
コ
ス
ト
意

識
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
減
量
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
。

マ
附
帯
意
見
と
し
て

(4 ] 16 12. 庖報うえだ7.



るごみの指定袋導入・有料化側要なのでしようか?
年間10億円以上の維持費一一一一一一一一一一一一一一一-一一一---. 

制維 ゅ 」除(
轟軒~/1 J~~ -i 

司 F 一、- ....， ....".. . 
集積所 /'  1/  1 

iクリーンセンター 1，-へ灰の j l-- -~ 1・司'埋め立て 1

1 .公共サービスで無料 (全部税金でまかなっている}はごみ処理だけ(上・ 下水道、ガス、し尿くみ取り
など、すべて一部負担あり)
ごみを多く出す人も減量に努めている人も区別なく無料
事業所ごみも、ごみ集積所に出されれば無料で処理 (会額税金)
出す人はどのく らい税金がかかっているか実感できないので、 3ま量 ・リサイクルもなかなか進まない。

:家庭の燃やせないごみは従来と同じく無料ですが、 Iプ :
:ラスチ ック類 2瓶・缶類{キャップを取って)豆乾電池 l
i類 句その他のもの(陶器など)に分けて出してください。;

一~ \~裂をちり型』町，資源、回収ー~リサイクル老伊唱士 y ステーション v 

~灰の
埋め立て

クリーンセンター

-減量 ・リサイクルに努めれば努めるほど、
担は少なくて済む (公平化)。

・事業所も減量・リサイクルに努めるようにな
る (リサイクルが進む)。

負

••• 吟
，
‘
内

d
a
q

(燃やせるごみに指定袋・有料化導入l

家庭では

料
金
の
使
途
に
つ
い
て
は

「推

進
計
画
」
実
現
の
た
め
の
財
源
で

あ
る
こ
と
を
明
示
し、

有
料
化
の

意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
よ
う

努
め
る
こ
と
、

不
法
投
棄
や
ル
ー

ル
違
反
ご
み
対
策
な
ど
、
市
と
市

民
が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

低
所
得
師
、
環
境
夫
化
活
動
及
び

臼
治
会
活
動
物
ザ
へ
の

一
定
の
配
慮

を
講
ず
る
こ
と
。
資
源
制
収
の
活

性
化
を
閑
り
、
燃
や
せ
な
い
ご
み

の
資
源
回
収
や
粗
大
ご
み
対
策
に

も
、
平
成
8
年
度
中
に
着
手
す
る

こ
と
な
ど
。

な
お
、
原
価
販
売
方
式
や

一
定

量
は
無
料
と
し
、、

超
過
分
か
ら

有
料
と
す
る
三
段
階
方
式
な
ど
の

少
数
怠
比
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

16 12. 広報うえだ7.

有
料
化
に
続
き
、
資
源
回
収
の
活

性
化
や
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
減

量
・
再
資
源
化
、
粗
大
ご
み
の
収

集
支
援
体
制
な
ど
に
も
着
手
ヘ

(5 ] 



国
ム
回
市
を
取
り
拳
く
交
遁
渋
滞

上
田
市
で
は
、
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
お

け
る
交
通
渋
滞
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

『
所
要
時
間
調
査
』
と
『
定
点
交
通
量
調
査
』

か
ら
な
る
「
交
通
状
況
調
査
一
を
昭
和
幻
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、

7
月
3
日
聞
か
ら
悶
7
日
ゆ
ま
で

の
5
日
間
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
の
概
要

に
つ
い
て
は

8
月
1
H付
け
広
報
に
掲
峨
し
ま

し
た
が
、
『
所
.
安
時
間
調
作
』
に
つ
い
て
、
平

成
元
年
と
の
調
任
比
較
で
は
、

9
コ
1
ス
あ
る

調
査
区
間
(
凶
1
・
a
l
)
の
う
ち
7
コ
!
ス
.

に
つ
い
て
、
所
要
時
間
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
、
千
曲
川
に
架
か
る
橋

を
通
過
す
る
4
コ
l
ス

(
A
・
B
・
C
-
H
)

に
つ
い
て
は
、

7
分
か
ら
凶
分
増
と
大
幅
に
時

間
を
要
し
て
お
り
、
渋
滞
が
探
刻
化
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

『
定
点
交
通
量
調
査
恥
に
つ
い
て
は
、
平
成

3
年
と
の
調
査
比
較
で
は
、
調
査
地
点
の
ほ
と

ん
ど
で
車
両
台
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
や
は

り
、
橋
付
近
の
調
査
地
点
に
つ
い
て
は
通
過
車

両
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
千
曲
川
に
架
か
る
二
橋

(
上
田
橋

・
古
舟
橋

・
小
牧
橋
)
付
近
の
渋
滞

が
、
と
く
に
顕
著
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

一
方
、
県
が
2
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
交
通
渋
滞
地
区
実
態
調
査
」
(
ヂ
成

6
年
に

実
施
)
に
お
い
て
も
、
渋
滞
地
区
(
渋
滞
延
長

が
l
伽
以
上
で
、
通
過
に
叩
分
以
上
か
か
る
場

所
)
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
、
県
下
回
か
所

の
う
ち
、

4
か
所
が
上
田
市
の
千
曲
川
の
橋
悶

辺
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
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f雨天を除いた平日平均・調釜コースの【印Iま縫を透過するコース}

主な遜過路線名
出発時現j 平成元年 平成7年 平成π年と

まな経由箇所 平成7年の比絞

国道143号 午前7:30 32' 13' 46' 54" +14' 41' 
三好町交差点~上回矯 lb当り所要時間 3' 32' 5' 09' + l' 37" 
主要地方選上田丸子線 午前7:40 

-・-・
30' 33' 44' 02' +13' 29" 

赤坂交差点~古舟橋 lb当り所要待問 3' 52' 5' 34" + l' 42" 
主要地方道長野よ回線 午前7:50 20' 38' 29' 24' + 8' 46' 
中之条交差点~古舟矯

一
lh当り所要時間 3' 30' 4' 59' + l' 29' 

国道18号 午前7:50 16' 13' 15' 00" - l' 13' 
塩尻小高官~花国交差点、

一
lb当り所要時間 2' 42' 2' 30' 一12'

国道144号 午前7:30 21' 58" 

.' 
21' 35" 一23"

中失東~国道141号 lb当り所要時間 2' 58" 2' 55' -3" 
主要地方選小諸上回線 午前7:50 15' 58" ← 19' 21' E 

古里~中失ニ丁目 1..当り所要湾問 2' 17 
+ 

2' 46' + 29" 
国道18号 午前7:50 21' 25" 

』
23' 45' | + 2・20"

国分~国道141号 Ih当り所要時間
......ーー

2' 56" 3' 15' + 19" 
市道小牧丸子線 午前7:50 22' 22" 29' 45" + 7' 23" 

小牧橋~国道141号 Ik.当り所要時間 2' 56' 3' 55' + 59" 
市道川原柳豊里線

lk午a当前り7所要:5時0間
17' 32' 19' 40' + 2' 08" 

中失東~国道141号 2' 26' 2' 44" + 18" 

圏平均所要時間調査結果 (表1)

翁査区間
(調査始点) (短総)

川西支所 『 市役所

(i清野交差点) (9.1kJ，r) 
下之郷ー・市役所

(下之郷公民館前) (7.9k1R) 
半過山口 → 市役所

(よl口バス停前) (5.9km) 
坂城町 『 市役所

(ねずみ交差点) (6.0知)

真田町 → 市役所

(本原医院前) (7.4k.) 
東部町 → 市役所

(栗林西交差点) (7.0k.) 
東部，81}' → 市役所

(和交差点) (7.3制)

丸子町 → 市役所
(東郷橋入口交差点)(7.6kDl) 

東部町 → 市役所

(栗林商交差点) (7.2kl1l) 

⑪ 

。
D 

E 

-圃

回
渋
滞
緩
和
の
た
め
戸
ご
協
力
を

交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

各
事
業
所
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

①
パ

ス
・
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、

②
自
転
車

・
バ
イ
ク
で
の
出
動
、
③
・
時
選
出

動
、
④
相
乗
り
乗
革
、
⑤
ノ
l
カ
l
デ
!
の
実

施
:
・
な
ど
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
娘
本
的
な
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め

に
は
、
道
路
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
市

で
も
、
道
路
の
改
良
や
信
号
機
の
改
良
、
バ
イ

パ
ス
の
新
設
、
そ
し
て
橋
の
建
設
な
ど
、
国

・

県
な
ど
に
も
働
き
か
け
、
積
栂
的
に
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

忠報うえだ7. 16 12. 

自
転
車
・バ
イ
ク
で
の
出
動
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(7 J 



渋滞緩和に期待/
千曲川に二本の新設橋

園上田坂城バイパス計画平面図

L=4.9km 

¥ マ
問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課
(困
1
5

6
1
)

国
は
、
国
道
凶
号
の
交
通
渋
滞
緩

和
の
た
め
、

「上
田
坂
城
バ
イ
パ
ス
」

を
平
成
3
年
度
に
事
業
化
し
て
い
ま

す
。
こ
の
バ
イ
パ
ス
は
、
千
曲
川
右

岸
の
上
回
バ
イ
パ
ス
と
国
道
国
号
が

交
差
す
る
、
上
指
尻
束
交
差
点
か
ら

千
曲
川
を
渡
り
、
坂
城
町
小
網
ま
で

の

ω伽
を
結
ぶ
も
の
で
す
。

こ
の
う

ち
、
上
回
都
市
環
状
道
路
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
、
『
(
仮
称
)
上
回
大

橋
』
を
含
む
約
凶
伽
悶
を
市
内
の
交

通
渋
滞
解
消
の
た
め
、
平
成
凶
年
度

か
ら
平
成
日
年
度
に
か
け
て
暫
定
2

車
線
で
の
供
用
を
め
ざ
し
、
現
在
、

上
塩
尻
側
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の

『
(
仮
称
)
上

回
大
橋
』
は
、
全
長
側

m
で
、
車
道

部
分
(
暫
定
2
車
線
)
は
幅
8
m
余
、

上
流
側
〈
古
船
橋
側
)
に

つ
く
歩
道

は
、
日
m
と
な
っ

て
お
り
、
両
岸
に

橋
台
、
河
川
内
に
7
基
の
橋
脚
を
設

置
し
ま
す
。
工
事
は
、
来
年
早
々
に

始
ま
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
で
は
、
こ
の
『
(
仮

称
)
上
回
大
橋
』

と
国
道
1
4
3
号

ま
で
を
結
ぶ
「
国
道
1
4
3
号
築
地

バ
イ
パ
ス
」
の
建
設
も
進
め
て
お
り
、

同
時
期
の
供
用
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

| .仮称)上回新橋..  

(8 ) 

市
は
、
市
道
川
辺
町
国
分
線

(小
牧
地
区
)
か
ら
国
道

1
4
1
号

(常
田
2
丁
目
交
差
点
)
ま
で
を
つ
な
ぐ
道
路

計
画
の
中
で
、
千
曲
川
を
渡
る
『
(
仮
称
)
上
回
新
橋
』

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

道
路
の
全
体
延
長
は
、
約
制
m
で
、
こ
の
う
ち
、
橋
り
ょ

う
部
分
は
約
制

m
で
幅
員
は
凶

m
。
幅
同

m
の
車
道
と
、

原
則
と
し
て
お

m
の
歩
道
を
両
側
に
設
置
し
ま
す
。

平
成
7
年
度
か
ら
平
成
U
年
度
ま
で
を
第
l
期
工
事
と

し
、
小
牧
地
区
か
ら
橋
を
含
め
、
約
側

m
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
平
成
四
年
か
ら
は
第
2
期
工
事
を
予
定
し

て
お
り
、
国
道
1
4
1
号
ま
で
の
約

m
mを
整
備
す
る
計

画
で
す
。

12. 16 広報うえだ7.

.<仮称)上回新橋架橋位置図

¥ 



上
回
都
市
圏
の
幹
線
道
路
網
計
画

t
p
 

'v 
画ふ

g-一-E-aのスイ城坂田上

小
諸
方
面
と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

-
(
仮
称
)
上
田
南
地
区
連
絡
道
路

上
田
中
心
市
街
地
と
、
上
回
南
地
区

・

丸
子
町
の
連
絡
強
化
を
図
る
た
め
、
(
仮

称
)
上
回
南
地
区
連
絡
道
路
を
整
備
し
、

千
曲
川
に
(
仮
称
)
上
回
新
橋
を
建
設
し

ま
す
。

-
国
道
1
4
4
号
、
一
般
県
道
下
原
大
屋

停
車
場
線
、
主
要
地
方
道
小
諸
上
回
線

上
田
中
心
部
と
上
信
越
自
動
車
道
・

(
仮
称
)
上
回
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ッ
、
さ

ら
に
真
田
町
方
面
の
連
携
強
化
を
図
る
た

め
に
整
備
し
ま
す
。

-
国
道
1
4
3
号

上
田
中
心
部
と
青
木
・
松
本
方
面
の
連

携
強
化
を
図
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

(困
1
5

2
2
)
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一フ
f
M

万
市
民
の
家
計
簿
一

ヨi
門
叶
閣
叶
滑
川
直

@ @ 

土 木 費 81億4.461万門 (16.10b)

民 生 fま 71億9.131万円 (37.60o)

トーーι

教 育 Z聖 5鋭意7.868万円 (34.8Qo)

総 務 費費 40{.意8.748万円 (52.300)

公 イ進 Z費 36f:意6.768万円 (40.肝心

Ju，本水産業費 29傍t9.200万円 (23.4oo)
トーー-

肩車 エ 費 28fl2.757万円 (75.60o)

1Ir 生 • 25億2.933万円 (46.6%)

そ の 他 16億5.578万円 (59.40b)

〆
妙
ap計は
wee-

165億7.926万円 (51.2Qo)税市

予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

率
と
執
行
率
の
グ
ラ
フ

54億8.100万円(6.肝心

46億円 (68.2Qo)

国!亀支出金

地方交付税

債市

29億8.082万円 (3.70o) 

17億3.353万円 (16.800)

入収1者

43億4.751万円 (46.800)他のそ

.:._林水産業賀、土木費、教育費及びその他には、前年度縁
起明E午費繰越級を含む

公営企業会計は・..

・国庫支出金、県支出金、市債及びその他には、前年度線
鑓明際費線総額を含む

~~~収 l&的収支…官業の経常的

な経常活動の収入支出を示

すもの。

・資本的収支・・・将来の経営活

動に備えて行う怨設改良、

製缶の経常活動に用いられ

ている施設にかかる企業債

償還金などの収入支出を示

すもの。

水道事業に|草、前年度建絞改良資の繰越額を含む

収入 支出

企業名 CH;xm額) (予算現在買)

主i
(収入筋書高) (支出演額)

器産院事業
355万円 1.917万円

。| 337万円
支

10俗 921万円 mさ8.738万円
水道毒事業

Hな8.904万円 5 ~2.423万円

収入 支出

企1It名 (予算現額) ( f'l~:~紙}

収温態‘ 度段戦

(収入済綴) u出前額)

2億8.748万円 2 m8.7~8万円

l億5.103万円 1 1.a2.980Jj円
支

18億 15万円 18m: 669万円
水道司廃業

9 [(;¥2.778万円 8 taS，498JiPI 
・水道事業には、前年度事敏繰越額を含む

36主
人長
{Jも

重要
ひ
の

食受
ま賞

平
成

7
年
度
上
田
市
功
績
者
表
彰
式
が
、

日
月
m
m
n市
役
所

6
附
大
会
議
室
で
行
わ

れ
犯
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
(敬
称
略
)

・
自
治
功
績

(3
人
)

マ
石
森
吉
郎

(市
歳
・
柳
町
)

マ

下

村
順

一
(
花
歳

・
上
沢
)

マ
柳
沢
照
生

(ω
歳

・
上
一房
山
)

.
教
育

・
文
化
功
績

(叩
人
)

マ
合
葉
武
代

〈閃
歳

・
下
常
国
)

マ

荒
弁
潤

(侃
歳

・
下
紺
昆
町
)

マ
安
藤

悦
次

(別
段

・
上
小
品
)

マ

飯
島
弘
子

(
叩
歳

・
末

広

町

)

マ

五
十
嵐
幹
雄

(
m
m
歳

・
み

す

ず

台

南

)

マ

関
勇
悟

(
臼
歳

・
川
辺
町
)
マ
土
屋
篤

(
刀
歳

・

上
川
原
柳
町
)

マ

中
山
嘱

(
百
歳

・
中

常

田

)

マ
成
淳
秀
敏

(
臼
歳

・
諏
訪
部
)

マ
山
崎
羊

一
(似
歳
・
長
島
)

由
社
会
功
績

(6
人
)

マ
小
林
昭
昌

(印
成

・
染
臨
)

マ
高
橋

常
子

(
侃
歳

・
上品
川
田
)

マ

山
浦
泰
子

(
伺
歳

・
上
常
田
)

マ
山
越
員
一

(η

歳

・
国

分

)

マ
吉
見
繁
三

(
臼
歳

・
東

築

地

)

マ
依
田
辰
雄

(
加
歳

・
金
井
)

.
産
業
功
績

(
行
人
)

マ
足
立
茂
利

(円
歳

・
下
塩
尻
)

マ

大
石
明

(飢
歳

・
三
好
町
)

マ

皆
瀬
啓

介

(作
成

・
石

神

)

マ
金
田
貞
二

(侃

歳

・
踏
人
)

マ

窪
田
忠

(防
歳

・
み
す

(10] 16 12. 広報うえだ7.



.. 困函・D
図園田園

EE即髄陣乏零細 市では、 皆さんに財政状況を理解していただく

ため、毎年上半期と下半期の 2回、定期的に内容

をお知らせしています。

今回は、平成 7年度上半期の会計別収支状況、

地方債現在高、一時借入金、市有財産の状況につ

いてです。(平成7年 9月30日現在。万円未満は、

四捨五入しであります)

1悠3.426万円.1， 768/i円

2.i8l)Jll} 

8trt4.(25)ifl} 

2.806万円5.3'∞/jl'} 
i墨田有線放送電話
事 業

21依 438万円

5.(24)i円 1.546万円

3.413万円 4.395)i円9.779万円

34依 797万円33K'<U76万円83i郎.573JJI'J老人保健事業

'
e
e
 

2悠8.694万/fJHα3.779)iP) 23依8.022)jPJ農業集落排水事業

4，847万円1 t(.'< 1.1 81ノ'j/lJ3fi.~ 436ス;/')同和地区住宅新築
資金書事貸付事業

24官/: 53万円8tM.345JJlf} 75t怠1.553万円

256億2.828)jfT)

公共下水道事業

8.Hi:{7.002万円68低6.2GIJJ円計.o. 
c> 

.'・農業集湾t非才事業と公共下本iI事11':にl弘前年度t岳.ltS明終債を号.ltStiを含む

圏直温趨墨ヨ・

1.672万 6.545nf

22)j 6.515nf 
6万 11.671nl

ず
台
南
)
マ
斉
藤
元

一

(ω
歳
・
山
口
)

マ
佐
野
つ
な

(
行
歳

・
横

町

)

マ
志

賀
信
治

(
印
歳

・
川
辺
町
)
マ
滝
翠
彰

一

(
印
歳

・
金

剛

寺

)

マ

千
野
芳
靖

(臼
歳

・
原

町

)

マ
中
津
三
郎

(
日
歳

・

東
築
地
)

マ

中
村
保
男

(
臼
歳

・
下
紺

屋

町

〉

マ
永
井
友
義

(
印
歳

・
川
辺
町
)

マ
細
谷
袈
裟
徳

(
印
歳

・
長
島
)

マ

宮
津
邦
夫

(
臼
歳

・
蛇
沢
)

マ
山
下
道

生

〈
創
成

・
生

塚

)

マ
吉
田
久
美

(ω

歳

・
中
之
条
)

土地取得事業

22悠6.894万f1}ωW， 1. 707万円

4.833Jjf') 交通災害共済事業

福祉事業セ ンタ 一
事 業

0円

山林

住宅

(敷地〉

(惣物)

EI軍諸時!if~曽圃

325億8.589万円

180I.M.593万円

506促t7.182万円

6-lai9.823万円

5.879万円
20/1万 9.14311{
29Ti 3.3991T{ 

国民健康保険事業

E措置z・~・Eヨ

一般会計

特別会計

(会計〉

積立金

有価証券

土地

建物

同和教育は、 差別の現実を明ら

かにするところから出発しなけれ

ばならないと思います。

ところが、わたしたちは、過去

の長い歴史の中で、差別を肯定し、

差別によって安定する生活に慣ら

されてきたため、差別に対して鈍

感になっている場合が少なくあり

ません。

「もう差別はないのでは ?J
fまだ同和教育を進めるのですかり

という問いかけがあります。もう

一度、同和教育の原点ともいえる、

差別の現実を毘しく見つめ直すと

ころから、再出発する必要がある

のではないでしょうか。

差別には、差別・11象として表面

化しているものと、返面に現れな

いものとがあります。さらに、差

別し差別されながら、それが差別

であると全く気づかないでいる差

別の現実があります。

「自分のところには差別問題が

ないから、同和教育は必要なL、」

といわれる場合は、差別を事象と

して表面化したものだけを考えて

いる場合が少なくありません。表

面化された差別はほんの氷山の一

角にすぎません。

わたしたちは、日常の生活を注

意深く観察してみると、替ながら

の習慣として、なんらの疑問もな

くいわれている 3-葉や行動が、他

人を傷つけ、人びとを差別してい

る場合が、驚くほど多くあること

に気づくことがあります。差別し

ていながら、それが差別である と

気づいていない場合が目立って多

くなっている事実を指摘しておか

なければなりません。

さて、具体的にはどんな事実が

あるのでしょう。そのIjJを次回考

えてみたいと思います。

マ問い合わせ 人権問和対策課

(因1372) 11月29日に行われた市功績者
表彰式典 (市役所8階)

12. 16 広報うえだ7.J
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E理111守・・-E二雪:ーフ、ル
ー 市役所匝

回1~~llml

巨--

情報
5手末窓口ご利用くだSL3/

一税金の納税・納税相談にー

収税課および国保年金繰では、ふだん時聞がないなどの

事情で、なかなか税金等を納めに行けないかた、 あるいは、

納税についてご相絞されたいかたのために 『年末納税窓口』

を開設 します。どうぞご利用ください。

l>とき 12月29日働午前10時~午後 4時 l>ところ 収

税課 ・国{来年金繰(市役所本停会 1階) l>その他 当日

は市役所正面から入れませんので、本庁舎西側宿直室横か

らどうぞ。 l>問い合わせ 収税課(因1301-1303)、国保

年金諜(1362・1367)

クリスマス ・スペシャ晶イベント

St.Media X'mas 
~バーチャルサンタの贈り物~

-理長EEE2・
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

年
末
年
始
も
創
造
館

••• 
《

η
月
の
催
し
も
の
》

・
親
子
映
画
会

マ
と
き

ロ
月
幻
自
由
マ
上
映

時

間

第

1
回
J
午
前
日
時

i
、
第

2
回
H
午
後
2
時
初
分

i

マ
と
こ

ろ

視

聴

覚

室

マ

上
映
作
品

(午後 1時-)

.さわってみよう.1“マッキントッシュ"
簡単操作で、オリジナルX'masカード作りに挑戦/

{午後2時-)

.マルチメディアコレクション'95
地元学生などが作ったマルチメディア映像作品上映

231 (午後3時45分-)

.CD・ROMコンサート
|日I200インチ倣闘志鰍制ウンドをどう色

川 、I(午後4時30分-)
(土，)1
山 I.Media X'masパージョンI
I 1 インターネットサーフィン
I I X'masにちなんだインターネットホームページを紹介

とき:12月23日(土)・24日(日)

ところ:メデ、ィアランドUEDA
(よ田市マルチメディア情報センター)

12 

月

叫白
雪
姫
と
七
人
の
小
人
』

マ
定

員

印
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切

り

)

マ

入
場
料

無
料

-
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

マ
と
き

四
月
M
日
制
午
後
2
時

か
ら
(
時
間
厳
守
)

マ

と
こ
ろ

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

マ
出
演

東

部
町
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド

「
O
P
E
N
H
O

U
S
E」
マ

曲
目

「ジ
ン
グ
ル

・

ベ
ル
」
「
ホ
ワ
イ
ト

・
ク
リ
ス
マ
ス
」

「
ハ
ッ
ビ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
」
ほ
か

マ
定
員

1
1
0人

(
定
只
に
な
り

次
第
締
め
切
り
)

マ

入
場
料

5

0
0
円

マ
そ
の
他

チ
ケ
ッ
ト
は

上
旧
創
造
館
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
(
屯
話
で
の

受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
)

(午後 1時~ ・2時50分-)

121 • rM3RECORDSJ MID口ンサー卜
|音楽グループによるコンビュータミュージック演奏

月I(午後 1時40分-)

241.Media x'masバージョンE
l インターネットサーフィン

(午後 3時30分-)

.Me副aX'masスペシャルコンサート
サックスソロ with叩DI

コンビzータ演奏をパ7クlこ、サックスの音色を/

瞳
上
小
地
域
小
中
学
校
児
童
生
徒

絵
画
・
書
道
・
工
芸
展

マ
と
き

ロ
月
初
日
附
j
平
成
8

年
1
月
日
日

ω
(午
前
9
時

1
午
後

4
時
却
分
)
マ
と
こ
ろ

美
街
館
・

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
l
ル

マ
入
場
料

無
料

マ
そ
の
他

ロ
月
鈎
日
幽

か
ら
平
成
8
年
1
月
3
日
附
ま
で
は

休
館
で
す
。

た
こ

・
凧
と
羽
子
板
展

マ
と
き

臼
月
お

H
仰

i
平
成
8

年
1
月
刊
日
関

(午
前
9
時
j
午
後

5
時

)

マ

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
マ
そ
の
他

ロ
月

m
u

刷
幽
か
ら
平
成
8
年
1
月
3
日
附
ま
で

は
休
館
で
す
。

《

1
月
の
催
し
も
の
》

・
親
子
映
画
会

2日限りの…

インターネットカフェ出現
ドリンク片手に世界のホームページを
お楽しみください。

日

(日)

広報うえだ7. (12] 
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マ
と
き

1
月
4
日
附

・
5
日
樹

マ
上
映
時
間

第
1
回
H
午
前
叩

時
j
、
第
2
囲
H
午
後
2
時
加
分

i

マ
と
こ
ろ

視
聴
覚
室

マ
上
映

作
品

ア
ニ
メ

『
家
な
き
子
』
『
ア

ン
ク
ル
ト
ム
の
小
屋
』

マ
定
員

各
国
印
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
)

マ

入
場
料

無
料

圃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影

マ
テ
l
マ

『冬
の
星
空
と
ほ
う

き
昼
』

マ

と
き

1
月
5
日
幽

1

8
H
仰

マ

時
間

午

後

1
時
加
分

i
、
午
後
3
時

i
(
7
日
は
午
前
日

時

i
、
午
後
l
時
初
分

i
、
午
後
3

時

i
)

マ
と
こ
ろ

プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

マ
入
場
料

小

・
中
・
学
生

1
0
0
円
、
高
校
生
以
上
の
学
生
2

0
0
円
、

一
般
2
5
0
円



北
向
観
音

臨
時
電
車
を
遂
行

よ
回
交
通
で
は
、
ロ
月
幻
自
の
深
夜
か
ら

元
日
一に
か
け
て
、
次
の
と
お
り
別
所
線
の
臨

時
電
撃
の
運
行
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

「下り(別所温泉行き)より(よ回行き)

上回発 別所温泉着 別所講泉発 上回漕

22: 15 22 : 42 '2:13(下之郷発)22: 29 

22: 45 23 : 14 22: 50 23: 17 

23: 30 o : 00 23: 35 o : 02 。35 1 : 05 o : 40 1 : 07 

1 : 18 1 : 45 1 : 20 1 : 50 
2・02 2 : 29 2 : 04 2 : 34 

2 : 38 3 : 05 2 : 40 3 : 10 
3 : 18 3 : 45 3 : 20 3 : 50 

3 : 58 4 : 25 4 : 00 4 : 30 

戸
籍
謄
本
1
月
か
ら

1
通
4
5
0円
に
/

••• 
戸
籍
手
数
料
令
の

一
部
改
正
に
伴

ぃ、

戸
籍
手
数
料
が
平
成
8
年
1
月

1
日
か
ら
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

.市役所 (豊殿・塩田・川西支所)

12月 29日幽から 1 月 3 日~ぬまで、市役所の業務

は休みになります。なお、戸籍の届け出(出生・

死亡など)は、市役所宿直室(本庁舎西側入口)

で扱います。

・水道修理

水道管の凍結などの水道事故は、

(匪腸4100)へ、ご連絡くださL、。
市役所宿直室

マ
問
い
合
わ
せ

5
8
)
 

市
民
諜

〈困
1
2

.新しい手数料 (一部)

~ー----ー
新手数料

戸籍謄本 1通400円が450内に

除籍抄:<$: 1通400円が450円に

除籍謄念 1通700円が750円に

除籍抄本 1通700円が750円に

戸籍記載事項証明 1件300円が350円に

除籍記載事項証明 H牛400円が450円に

受理証明 1通300円が350円に

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

年
末
年
始
は
お
休
み

---
U
月
初
日
出
か
ら
平
成
8
年
1
月

3
日
附
ま
で
は
、
ト
イ
レ
の
く
み
取

り
業
務
が
休
み
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

年
末
は
く
み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
、

連
絡
後
す
ぐ
に
く
み
取
り
に
行
け
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
雑
排
水
は
、
口
月
初
日
出
か

ら
1
月
7
日
制
ま
で
が
休
み
と
な
り

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
因

1
3
8
7
)
 

施設名 休業日

12月 28 日 ~1 月 4 日
図書館 (期間中の返却は

返却ポストヘ)

市民の森スケート場 12月 31 日 ~1 月 1 日

大星斎場 (ペ(ッ火ト葬火)葬)
12月 31 日午後~1 月 2 日

12月 29日 ~1 月 38

市民会館、文化センター

各公民館、上回創造館

博物館、山本鼎記念館
信濃国分寺資料館、福祉会館

点字図書館、観光会館
12月 29日 ~1 月 3 日

塩田の館、勤労青少年ホーム
働く婦人の家、サンワークよ図

勤労者福祉センター

産院 (1/3は緊急当番医)
メディアランドUEDA

品齢者福祉センター

(一般利用)
12月 28日 ~1 月 3 日

児童館・児童センター 12月 29日 ~1 月 7 日

アクアプラザよ回
12月 28日 ~31 日

(1/1から営業)

.各施設の年末年始の休業日

次
の
皆
様
か
ら
、
混
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
宮
川
正
人
様

(材
木
町
)
/
電
気

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
2
台
、
腰
ベ
ル
ト
マ
ッ

サ
ー
ジ
綴
1
台
/
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

マ
匿
名
/
1
万
8
7
2
0
円
/
社
会

福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
中
湾
俊
明
様

(長
野
市
)
/
1
1

5
万
2
1
3
8円
/
報
恩
祭
施
設
整

備
積
立
基
金
と
し
て

マ
竹

内

清

機

〈上
沢
)
/
叩
万
円

/
社
会
福
祉
基
金
桜
立
金
と
し
て

マ
信
州
ジ
ャ
ス
コ
棚
上
回
庖
様
/
叩

万
円
/
緑
化
の
振
興
の
た
め

マ
東
京
電
力
掛
千
幽
川
電
力
所
様
/

点
字
図
書
幻
情
/
点
字
図
書
館
へ

マ
市
村
福
江
機

(新
田
)
/
3
万
円

/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
島
和
子
傑

(下
常
田
)
/
点
字

図
呑
3
冊
/
点
字
図
書
館
へ

マ
欄
和
国
源
様
/
消
防
団
周
作
業
衣

一
式

(ω着
)
/
上
田
市
消
防
団
へ

マ
側
カ
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ

1
シ
ョ
ン

上
国
営
業
所
機
/
刊
万
円
/
社
会
福

祉
基
金
積
立
金
と
し
て

(交
通
災
害

滋
児
へ
)

マ
境
川
小
学
校
様

(丸
子
町
)
/
図

替
担
冊
/
各
学
校
へ

1
冊
ず
つ
配
布

マ
信
越
電
線
側
機
/
1
5
0万
円
/

文
化
振
興
基
金
へ

(平
成

7
年
9
月
7
日
か
ら

η
月
4

日
ま
で
の
受
け
付
け
分
)

上田市の交通事故発生状況 問 590件(ー7ペ常2524負内ぷ認)
12. 16 広報うえだ7.(13J 



伊
勢
山
生
活

i 

上
回
の

H

す
て
き
μ

発
見
し
ま
し
た
ノ
.

田市都市景観賞が決まりました/

第

4
回
よ
田
市
都
市
景
観
賞
に
、
こ

の
ほ
ど
「
伊
野
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
」

と
「
鎌
倉
(
毛
皮
製
品
・
ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
小
売
)
の
庭
の
植
栽
」
が
、
ま
た
、

特
別
賞
と
し
て
「
上
回
ロ

l
マ
ン
橋
」

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

都
市
景
観
賞
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
建
物
、
生
垣
、
公
園
、
ま

ち
並
み
な
ど
を
表
彰
し
よ
う
と
、
平
成

4
年
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。
今
回
の

応
募
・
推
薦
件
数
は
、
加
件
。
よ
田
市

最
観
審
聴
会
の
審
蟻
を
経
て
決
定
し
、

ロ
月
7
日
に
は
、
施
主
、
設
計
者
、
施

工
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
8
年
度
も
募
集
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

施主 fjl鈴山自治会般E十者よ田市
.工者平称1I段、和泉圏、膏1白石E量殺

-
選
定
理
由
/
郊
外
の
公
民
館
で
、
伝
統

的
な
素
材
を
活
用
し
た
純
和
風
の
数
寄
屋

風
造
り
で
あ
り
、
形
態
は
地
域
の
手
本
と

な
る
も
の
で
、
周
囲
の
最
観
へ
の
配
慮
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
で
行
わ
れ
て
い
る

上
信
越
自
動
議
道
の
建
設
工
事
に
よ
り
、

掘
り
出
さ
れ
た
自
然
石
を
使
用
し
た
外
情

や
地
域
に
自
生
す
る
樹
穣
を
植
栽
す
る
な

ど
、
周
囲
へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
一
税
等
の
滞
納
処
分

電
話
加
入
権
の
公
売

ト_A. i消肖防本告都s i 危 限籾局琳汎T似以，帽回 M内門 7一… 
.危険物取扱者Ft引っ何冊 (松本市)、閉そ空

1>とき平成8~手 tnuHh  1 2 1月)1)¥
18日間(長野市) ザト込み都~^r"I州事'!'1:'泊防本部ら平2諒級者ム験準備麟13pところ 布民会

-Lb支平成8年2月2UW:律、同
Pと空時 刊日?!¥日明1から平成S年 InfL弘本部へ同日夜有料

a I 

主鎌
E倉
.sの
竺庭
手の
で植
《栽
~ 

(新田)

-
選
定
理
由
/
市
街
地
の
脂
舗
で
あ
り
な

が
ら
、
歩
道
に
面
し
た
フ
ァ
サ
ー
ド
前
面

に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
そ
こ

に
四
季
の
変
化
を
表
現
す
る
櫨
殺
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
思
い
の
場
を
生
み
出
す
な

ど
、
ま
ち
全
体
の
景
観
づ
く
り
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物
北
側
の
限
ら
れ

た
空
聞
を
利
用
し
た
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ

る
庭
に
、
深
い
味
わ
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他

公
完
当
日
志
パ
パ
州
問

市
税
等
を
完
納
し
た
昆

iz--
，

売
を
中
止

マ
伺
J
j
日
3
4税

法

(因
1
3
0
1
1

必分 1 2 iliiiii!? の必し 加 白ニ説月印ずに 者 玄えろ明 203il誌12211を3R挙日 マ所9 11
1
1 委理て事喜界2i;マ 収入 ~ 

お
涯
の
不
安
を
解
消

母
親
学
級
へ
ど
う
そ

支用時恒常 マド fb的;:2322Mi iiRii )易問 マ朕主人警撃Zせ以持セ 』凶・ 日ち ン v 出 z b 結五物 Tマ考九え3

.

.

.
 

7
 

公
泣
い
対
抗
九
い
み

《
特
別
賞
》

上
田
ロ
ー
マ
ン
橋

施主 日;本道絡公団東京第二建設局上自工事事務所
訟計者 働中川鮫ft事務所‘総合後術コン守IH'ント
施工者百怯建設輔、東海興銀韓共間企業体

-
選
定
理
由
/
上
田
市
の
み
な
ら
ず
、
隣

町
か
ら
も
展
望
で
き
、
画
期
的
な
工
法
の

圏
内
最
畏
の
連
続
ア

l
チ
橋
と
し
て
の
構

造
美

・
機
能
美
は
、
地
域
の
景
観
に
調
和

す
る
と
と
も
に
、
上
田
市
お
よ
び
上
信
越

自
動
車
道
の
ラ
ン
ド
マ

l
ク
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。



納期限12月25日(木)
・回定資産税(都市~t薗税) 3期

・国民健康保険税 61切

年末年始のごみ収集
.年末年始のごみ収集日程表

月日 ぷみの収集 持ち込み受付時間

12月23日出 通常の土曜日収集地区
午前 8 時30分~11 時45分

{天皇誕生日} のみ収集(特別収集)

29日幽
通常の金曜日収集地区 午前 8 時30分~ 1 1時45分
のみ収集(特別収集) 午後 1 跨~4 時

30日出
通常の土曜日収集地区 午前 8 時30分~1 1 時45分
のみ収集(特別収集) 午後 1 時~4 時

31日出 休み 午前 8 時30分~11時45分

1月 18伺}

28仰 休み 休み

3自体)

4日附 平常どおり 平常どおり受け付け

便利で確実な口座振替のご利用を

骨
密
度
を
測
定
し
て

骨
粗
し
よ
う
症
予
防

••• 
骨
組
し
よ
う
症
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
骨
密
度
を
測
定
し
て
自
分
の

骨
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
市
で
は
「
骨
密
度
検
診
」

を
行
い
ま
す
。
短
時
間
で
手
軽
に
測

定
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
受

け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
・
と
こ
ろ

平
成
8
年
1

月
初
日

ω
(文
化
会
館
)
、
同

2
月

6
日

ω
(文化
会
館
)
、
同

2
月

8

日
附

〈上
田
創
造
館
)

マ

時
間

午
前
9
時
加
分

1
日
時
初
分

・
午
後

相談名 日 時 会場など

1月12日制

法 律 相 さ量署，採 13:30~15:30 市
(予約制) 1月26日幽 役 生活環償課

13:30~15:30 所 (本庁舎 1階)
1月11日(対 宮

土地建物相談 @ 
13 : 00~16:00 4 

人権・悩みごと相談
1月10日(7時 人権同和対策課

10:00~15 ・。。 。(南庁舎 1階)

1月 88幽
。

農業委員会
農地問題相談

8:30~17:00 (本庁舎2階)

行 政 本目 談
1月4日(刻

よ回西武
10:00-15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00~15:00 

福祉 よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00~16 : 00 

法 律 中目 談 1月20日凶 社会福祉協議会

(予約制) 10:00~正午 (fi@8 0 8 0) 

Ye 童 相 ~ 
毎週月 ・土曜日
13 : 30~15 : 30 

結 婚 相 談
毎週水曜日

10 : 00~15 : 00 
法 {季 相 談 1月17日(水)

(予約制) 13:30~15:00 上田商工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 (岱@45 0 0) 
9:00~16:00 

市 民 ・交通相談 毎週月~金曜日 生活環境課
9:00~16:00 市 (本庁舎 1階)

児 童 中目 談 毎週月~金曜日
役

福祉課
9 : 00~16・。。 (fi@2 0 0 0) 

母 子 キ目 談
毎週月~金曜日 所 福祉課
9:00~16:00 (内線1608)

-
時

1
3時

(指
定
す
る
時
間
)

マ
対
象

今
ま
で
に
骨
密
度
測
定
を

行
っ
た
こ
と
の
な
い
刊
歳
以
上
回
歳

以
下
の
女
性

マ
募

集

人

数

約

2

0
0
人

(応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

マ
費
用

2
0
6
0
円

マ
募
集

期
間

ロ
月
日
日
出

i
u月
お
日
附

(当
日
消
印
有
効
)

マ

応
募
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

(生
年
月
日
)

・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
「
〒
3
8
6

上
田
市
大
手
1

-
n
|崎
市
役
所
健
康
推
進
課
」

(因
1
6
2
6
)

へ

中
小
企
業
の
退
職
金

共
済
掛
金
補
助
申
請

••• 
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
援
助
を
受
け
、
退
職
し
た
従
業

員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で

す
。
加
入
し
て
い
る
事
業
主
の
か
た

に
は
、
市
で
も
新
規
加
入
者
の
掛
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
該
当
者
は
、

次
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

平
成
4
年
2
月
以
降
に

新
規
加
入
し
た
従
業
員
の
掛
金
を
、

平
成
7
年
1
月
か
ら
四
月
ま
で
納
付

し
た
事
業
主

マ
申
請
期
間

平
成

8
年
1
月

8
日
開

i
同
年
1
月
日
日

掛

マ
申
請
先

商
工
諜

(困

1
4

0
6
)
 

-
長
野
県
内
の
改
正
最
低
賃
金

各
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る

「長
野
県
最
低
賃

金
」
が
叩
月
1
日
か
ら
改
正
さ
れ
、

最
低
賃
金
は
、
日
額
4
7
4
4
円、

時
間
額
5
9
4
円
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
の
か
た
は
、
履
行
に
努
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

上
回
労
働
基
準
監

督
署

(悶
②

0
3
3
8
)

キ

9
古
A
mIυ 

雄
枯

渇
必

4
A
W
 

--・

7

、

家
屋
〈
住
宅
・
庖
舗

・
事
務
所
・

下
わ

倉
庫
・

車
庫
・
物
置
な
ど
〉
の
一
部

ハ

.

ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
ま
ま
、

，』

朱
届
け
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り

杭

w

ま
せ
ん
か
。

日
守

平
成
7
年
ロ
月
末
日
ま
で
に
取
り

恥
ぬ

壊
さ
れ
た
家
屋
は、

平
成
8
年
度
か
同
ゆ

ら
回
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
い
こ

諸
問

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
年
中
に

南
甲

「
取
り
壊
し
届
出
番
」

を
税
務
課
ま

司
仙

た
は
各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
政
旦

「取
り
壊
し
届
出
書
」
は
税
務
課
お
よ

び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
平

成
8
年

1
月
1
日
ま
で
に
新
築
ま
た

は
増
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
平
成
8
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
家
屋
の
評
価
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
税
務
課

(困

1
2

9
6
・1
2
9
7
)

取
り
壊
し
家
屋
の
届

け
出
は
お
早
め
に
/

じ〉長野地方法務局上回支局
(征胞2001)12. 16 広報うえだ7.(15) 



鮮語;立 .三種混合予防接種 (内線1626)

従来の呼び方が変わりましたので、ご注意ください。

置第 1期→ 1期初回 園第2期→ 1期追加

・第3期→ 2期

じ〉対象者 1期初回=①平成5年9月1日~平成 6

年 2月28日に生まれたお子さん②平成5年 7月以前に

生まれて未接種のお子さん (7歳、ドまで)0 8月.-...，10
月の個別接租対象者で未接種のお子さんは、 1月'-""3

月の個別接種で受けられます。 1期追加=①平成4

年 1月~同6月に生まれて初回を接種してあるお子さ

ん② 1期初回の 3回 (または2回)接種のままで、追

加が完了していないお子さん (7歳半まで) c>接種

方法 1 期初回 = 3~8週間|削械で 3 回接種 1期追

加=初回の 31百|日接種後約 l年-1年半にl回接稲

マ受付時間 午後 l時30分"'2時20分 b持ち物 母

子健康手帳 c>注意事項 ①予診票が変わりましたの

で、 当日会場で記入してくださ L、。②体温も会場で測

定してくださ L、。③治療中の病気や経過をみているこ

と がある場合は、 主治医に前もって相談 し、 窓見~I~ ま

たは診断書をもらってください (当 日、接種医が参与

にして接種の可否を決めるので、接種できない場合が

あります)④保健ごよみの、予防接種に関する説明を

よく読んでからお出かけください (会場にも用意〉。

tlT 
健康推進課

こう た

・宮沢昂太くん
( 4総 ・金井)

「活発で、激しい運

動が大好き 体を常に

動かしていますJと、

母の純子さん

保健

会 場 1回目 2回目 3回目 対 象 地区

1/12.2/16 3/19 
川辺 〈築地・東築地を除く川

川辺町会館 辺地区)
層初 出包 i品。

泉国 (半過)

主主田母子健康 1/12 2/15 3/21 
泡田

センター 幅制 側 側

東部
文化センター 1/17 2/21 3/27 北部 (よJlI原柳町・下川原柳
(3路大会織室) b拘 。'lo b.kJ 町・鍛;古町・よ鍛冶町}

神科 (染雇)

神科 (伊襲警山・富士見台・畑山・

住吉が丘・野竹・神科新屋・西野

上野が丘公民館
1/17 2/16 3/19 竹'1室井・川原)

(1/<) 在銘 (火) 鐙殿 (森・大目木・長入・小井
回・宮之上・中吉田・町吉田・下

吉図・桜台・ひかり)

波高公民館
1/181 2/22 I 3/28 減下
むね 耐術

西部公民館
1/19 2/23 3/29 西部
世鉛 F量世 盟陣 沼尻 (秋和・よ窓尻・下泡尻〉

神川地区公民館
1/19 2/23 3/29 

神JII
{剣 白槌 日輸

4申科 (岩門・鈴沢・金井・長島・

上野が丘公民館 1/2312/20 3/26 大久保・金属師寺)

l必伏} {火j 霊殿 (綜之郷・下郷・岩清水・
矢沢・iJt.鍍・漆戸}

1/24 2/15 3/21 南邸 中央
保健セ ンター

。'J<.) 休i 制
北部 {新田・山口・よ紛鹿町・
よ房山・下房山・愛宕町)

川西社会得祉 1/24 2/20 
川西

3/26 川辺 (築地・東築地)
センター 町拘 伏l

伏j 泉国 (吉田・福田)

圏三種混合予防接種

.1月の乳幼児健康診査 (内線1625)

b受付時間 いずれも午後 l時~ 2 1時 マ持ち物

母子健康手帳、 パスタオル (4・10か月児)、歯ブラ

シ (1歳 6か月児)0 1歳 6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康診査票に記入してお持ちくださL、。 3

歳児は健康診査票と視聴覚検査のアンケー トをお送り

しますので、 ご記入のう えお持ちくださし、。また、尿

検査の容器もお持ちくださ L、。

(市役所南庁舎2階)

健康診査 実施日

4か月
1月11日 7. 8. 16-8. 31 
1月23日 7. 9. 1 -9. 15 I 

10か月
1月 9日 7. 2. 16-2. 28 
1月19日 7. 3 . 1 ~ 3. 15 I 

1歳 6か月
1月10日 6. 6. 16~ 6. 30 I 

1月17日 6 . 7. 1 ~ 7. 15 I 

3歳
1月8日 4. 12. 1 ~12. 15 
1月31日 4. 12. 16--12. 31 

園保健センター

(16) 16 12. 広報うえだ7.

日
一時
一日

日
一時
一日

.塩田母子健康センター (塩田地区)

4か月 I 1… R U. ~ 16--9 
10か月 1 -一一一 | 7. 2. 16-3 . 

1歳 6か月 I 1月30日 I 6 . 5. 16--7 . 
.川西社会福祉センター (川西地区)

4か月 I I 7. 8. 

10か月 I 1月12日 I 7. 2. 
1歳 6か月 I 1 6. 6. 

16-9. 
16-3. 
16~7 . 
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